
ＭＩＣＥ（マイス）
交流人口の拡大を通じて都市の活性化を促すものとしてＭＩＣＥ（マイス）が注目されています。

MICEとは、会議（Meet ing）、企業などの報奨・研修旅行（Incent ive tour）、各種団体の大会
や学会（Convent ion）、展示会・見本市やイベント（Exhib i t ion）の頭文字をとったもので、ビジネ
ス性の高い会合、旅行全般を総称したものです。
MICEにより期待される効果としては、①会議開催や宿泊・飲食・観光等による消費が地域に大

きな経済効果をもたらすこと、②知識・情報の共有やネットワーク拡充の場を提供することで地域に
ビジネス・イノベーションの機会を創出すること、③国や都市の競争力・ブランド力向上に貢献するこ
と、などが挙げられます。
円安やビザ発給要件の緩和などを背景に2014年の訪日外客数は過去最高となる1,341万人を

記録するなどわが国のインバウンド観光市場は急速に拡大しており、国際会議等で海外からの誘客
を図ることができるMICEはインバウンド観光の振興という点でも期待されています（図表１）。
もっとも、MICEの取り組みはシンガポールや韓国などアジア主要国においても積極的に推進され
ており、わが国がこうした国際会議等の取り込みを図るためには官民一体となった推進が必要となり
ます。政府も日本再興戦略（2013年６月14日閣議決定）において地域経済を活性化するための方
策として「国際会議等（MICE）誘致体制の構築、強化」を掲げて推進を図っているほか、国及び地
方自治体が進める地方創生においても、地方への新たな人の流れを作り出すことが施策の大きな方
向性として打ち出されており、そうした手段としてMICEの取組が期待されます。
これまでわが国においては、交通の利便性や施設の充実度などから三大都市圏や地方ブロック
の中核的都市のような比較的規模の大きな都市においてＭＩＣＥの取組が進められてきました（図表
２）。こうしたなか、2016年５月には三重県志摩市において伊勢志摩サミットが開催されることが決定
しており、地方におけるMICEの取組を占ううえでもその動きが注目されます。
今後、MICEを推進していくにあたっては、各地域において自治体や大学、宿泊事業者、旅行業

者、会議運営事業者、学会・協会等の事業主催者など様々な主体が連携し一体となった誘致、受
入環境整備に加え、こうした事業を推進していくため人材の確保、育成が必要となるでしょう。　
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（資料）日本政府観光局（JNTO）「国際会議統計」

図表１ わが国における規模別国際会議の開催件数

（件）

（年）

（資料）日本政府観光局（JNTO）「国際会議統計」

図表２ 国際会議の都市別参加者総数（2013年）
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ヘルスケア
良好な人間関係から、健康な職場づくりへ

准教授　伊藤 薫
四日市看護医療大学　地域看護学

○組織の成功循環モデルとは
MIT（マサチューセッツ工科大学）のダニエ

ル・キム教授が提唱する組織の成功循環モデル
から健康な職場づくりへのヒントを考えてみた
いと思います。

組織の成功循環モデルとは、組織が成果を上
げ、成功に向かって進んでいくために、重要視し
なければならないポイントを示唆してくれる考
え方です。簡単に説明すると、ビジネスにおいて
は、「結果の質」が求められることが多く、その質
を高めるために「行動の質」に着目されがちで
す。しかし、質の高い行動を生み出すためには
「思考の質」から変えていくことが大事であり、
さらにそのためには、「関係の質」が最も重要で
あるということです。
○グッドサイクルとバッドサイクル
グッドサイクルは、「関係の質」を重視するマ

ネジメントを意味し、組織が成功していく好循
環を示します。
つまりグッドサイクルは、①「関係の質」（相互

理解があり、尊重し合っている）→②「思考の質」
（お互いを助け合う思考がうまれ、重要な情報や
アイディアが共有される）→③「行動の質」（自発
的に、新たなチャレンジや助け合う行動が生ま
れる）→④「結果の質」（売上や成績が向上する）
→①「関係の質」（更に組織の関係性が良くなる）

以上のような組織が成功していく好循環な状
態がグッドサイクルです。
一方、バッドサイクルは、努力しても売り上げ

や成績などの結果が思うようにでない悪循環な
状態です。①「結果の質」（業績が悪い）→②「行動
の質」（結果を出すための行動目標を定める）→③
「思考の質」（行動目標を達成することのみに注力
し、創造的な思考ができなくなる）→④「関係の
質」（対立や命令。責任のなすりつけ合いや、自己
防衛がおきる）→⑤「結果の質」（売上や成績が思
うように伸びない）
以上のようなどんどん悪い状況に追いやられ

るといった状態がバッドサイクルです。
○結果の向上には、関係の質の向上が重要
グッドサイクルを回すには、「結果の質」を優

先するよりも、まずはその土台となる「関係の質」
を改善させることが重要であると示しています。
「関係の質」は５段階に分けられ、まずレベル
１は、「挨拶」「声掛け」で、自然な挨拶をしている
かということです。そして、レベル２は、「つなが
り」で、普段から気楽に話せたり、相談できたりす
る「会話量」がどれくらいあるかです。レベル３
は、「ありがとう」という感謝の言葉が職場でどの
くらい聞こえ、「活気」ある職場の明るさや表情の
やわらかさです。レベル４は、「背景理解」と「率直
さ」「横断」で、お互いを理解し合い、自分の気持ち
を率直に語り、組織の壁を越えて違う部署の人た
ちと繋がっている状態です。レベル５は、「一体
感」や「協働」、仕事への想いやビジョンを共有し
て、立場を越えて協力し合っている状態で、お互
いを「信頼」し、受容し合っている状態です。つま
り、関係の質を高めるとはレベル１から５へ推移
していくということです。この考え方は、仕事以
外でも応用できる本質的な考え方でいろんな場
面で活かしていきたいものです。

MIT（マサチューセッツ工科大学）の教授ダニエル・キム氏が提唱

図１ 組織の成功循環モデル
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